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大型ヘリカル装置(LHD)ではプラズマの高

温度化に向けて精力的な取り組みを行ってお

り、これまでにヘリカル系における世界最高の

電子温度・イオン温度を実現している。

図 1 に高イオン温度と高電子温度の同時領

域拡大の進展、図 2に高電子温度領域拡大の進

展を示す。近年、LHDでは、継続的な 1 MW超

級のジャイロトロンの導入、並びに、光線追跡

コードの改良による電子サイクロトロンビー

ムの入射最適化が行われ、高イオン温度と高電

子温度の同時達成領域、並びに、ECRH単独加

熱で得られる高電子温度プラズマの運転領域

が大きく拡大した。

講演では LHDにおける加熱機器の増強とオ

ペレーションシナリオの改良に伴う到達温度

領域の拡大に加え、内部輸送障壁を伴う高温度

プラズマの輸送特性、ECRHによる非局所的な

イオン熱輸送応答について発表する。
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図 1. 高イオン温度と高電子温度の同時達成

領域の拡大
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図 2. ECRH 単独放電における高電子温度と

電子密度の同時達成領域の拡大


